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【反核医師と呼ばれて（まだ呼ばれてないっちゅーの！）】 

「反核歯科医師、はじめました」の吉次（よしつぐ）です。ご無沙汰しております。 

みなさま、お元気でいらっしゃいますか？ 

「冷やし中華じゃあるめぇーし、お前、なめてんのか？」と、反核に反対する人、無関心層は云うに及ばず、

反核に賛成の皆さんからも半ば白い目で見られつつ、今日も元気に反核医師やってます（笑） 

まあそもそも、「反核」と「非核」がどう違うのか？なんてことすら、ピンとこない私です（早く、ピンと

きたーい！）。 

なんで核問題を扱う記事だとかになると、こんなにも横文字が多いのか？（医科の先生方から見ればやたら

と長い医学用語を英語の略称で呼ぶことなど日常茶飯事で、何の支障もないのでしょうが…）なんせ、今、こ

うして手にしていただいている、このニュースレターでさえ、パラパラめくっていただければ一目瞭然。横文

字や聞きなれない日本語のオンパレードです。 

日頃、インターネット上の記事を眺めるのには慣れているつもりのワタシですが、この紙の文章にでてくる

単語をクリックしようとしたところで、紙面はもちろん何の反応もしませんし、意味がわかるはずもなく、自

然とこのニュースレターからも足が遠のくという悪循環ぶりです。 

ただし、これ、実は私に限った話ではないのではないか？意外とこのニュースレターの記事あたりも「何や、

この用語？」「書いてあること、ようわからん！」「あー、もう面倒くさいけん、読むのやめた！！」だとか、

散々な言われかたをしているのじゃないかと（涙） 

「わかるならわかる」「わからんならわからん」といってほしいのが本音です。 

「賛成なら賛成」「反対なら反対」と教え

てほしいんです。 

「いやぁ～、実は読んでないから、賛成

するも反対するもないんよねぇ」といわれ

るのが一番キツイです。 

とは云うものの、読んでもらえるような

記事、書けるかなぁ……。 

⁵  
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福島原発事故から２年８カ月が過ぎ、もう原発事故の風化が始まっています。ないし風化を意

図的に企む動きがあります。あの３．１１直後の情況を思い起こしましょう。 

Â 『世界』2013年 10月号（岩波書店 840円） 

         ₈▬♅◄ⱨ ─ ה ≤─ ₉  

東京電力福島第１原発（イチエフ）から、大気中へ、そして海へ放射性物質の流出がつづき、

事故の収束どころではありません。政府はようやく「帰還困難地区」の住民の他地区への移住の

必要性を認めざるを得なくなっています。 

特集には 10編の記事、最新情報が掲載されていて、「福島」の

現状がよくわかります。「福島第１原発はどうなっているのか」（小

出裕章）、「福島後をどう生きるか」（藤田祐幸）などによりマスコ

ミの伝えない福島原発事故の真実が理解できます。「ルポルタージ

ュ 福島第１原発作業員－収束しない現場の現実」（片山夏子）は、

高線量現場で働く原発労働者が東電（資本）に使い捨てされてい

く姿が語られます。 

原発労働者を大事にしない国は、一般の労働者も大事にしない

国です。「福島第１原発は地震に耐えたのか？－検証なき再稼働へ

の疑問」（田辺文也）では、福島第１原発２号機格納容器が地震の

影響を受けて早期に破損し、炉心損傷後に格納容器に流出した放

射性物質がその破損口を通って、大気中に大量に放出された可能性が高いことを論じています。

つまり東電や政府が「予想できない津波」が原因で、という誤魔化しを暴いています。他にも興

味ある論文ばかりです。ぜひご一読ください。 

■ 『原発事故と子どもたち』（黒部信一著 三一書房 1365円 2012年２月発行） 

著者は、「チェルノブイリこども基金」に所属して子どもたちの

支援に関わってきた黒部信一さんで、黒部さんは「未来の福島こど

も基金」代表でもある小児科医です。 

『原発事故と子どもたち』では、著者も参加する福島の子ども健

康相談会の現場から見えてくる福島の現状を伝えるとともに、放射

能から子どもたちを守るための基礎知識や家庭での自衛策を分か

りやすく解説しています。臨床に携わる小児科医ならではの実際に

即した解説書です。 
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■ 『放射線と健康 本当に私たちが知りたい５０の基礎知識』黒部信一著  

（東京書籍 1365円 2013年 3 月発行） 

『放射線と健康』は、だれでも知っておくべ 

き放射線と健康の基礎知識を 50項目に分けて

分かりやすく解説しています。第１章放射線と

からだでは「放射能汚染は体内にどのように表

れるか」他 29項目、第２章放射線から身を守る

では「放射線の吸収と体外への排泄」他 10項目、

第３章放射線のある場所では「放射性物質は、

いつ、どのように広がっていったか」他 11項目

が、簡潔に解説されていています。手元にあれ

ば便利な本です。 

姉妹書にₐ ≢ ⌐ √∟⅜  

╡√™ ─ （e広瀬隆 藤田祐幸 東京書籍 1680円）があります。 
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【元首相の脱原発？】 

小泉純一郎元首相の“原発ゼロ“宣言がマスコミを賑わし

ています。渡辺喜美みんなの党代表と会食した席で、小泉元

首相は「安倍首相には勢いがある。首相が脱原発を決めれば

前に進むのに、残念だ」と言ったそうです。彼は、今年８月

にフィンランドを訪れ、高レベル放射性廃棄物を地下に埋め

て 10万年かけて無毒化する核廃棄物最終処分場「オンカロ」

を視察し、「日本では、いますぐ止めないと最終処理が難しく

なる」と即時原発ゼロを訴えたということです。 

自民党の大物が、権力の座から退いた後、在職時自らが推進したことと真逆なことを言うこと

がこれまでにも幾度かありました。まるで罪滅ぼしかのように。しかしそんなことに惑わされる

べきではないと思います。彼は、最近「脱原発は、郵政民営化より易しい」とも述べたそうです。 

脱原発運動の中でも、小泉元首相の脱原発発言に期待する向きが多少ともあるようです。 

吉田社民党新党首は、小泉元首相を訪ね、「脱原発」ではともに闘えると笑顔でした。しかし、

小泉氏が宰相であったとき、強力に奨めた対米従属的新自由主義と規制緩和の政策の中に、原発

推進は確かにあったのではないでしょうか。そして小泉氏の政治手法の後継者である安倍首相が、

福島原発過酷事故を経てもなお原発再稼働、原発輸出に血道をあげています。元宰相の脱原発論

に期待するなど、反核・反原発運動にとって百害有って一利無しではないでしょうか。同じ「原

発ゼロ」をいっても、その先に目指すものは、彼と私たちとでは大きく違うように思います。 

小泉元首相は、「郵政民営化」と「自民党をぶっ壊す」をスローガンに政権を維持しました。安

倍現首相は「景気回復」の名の下に安倍式新自由主義を推進し、東北復興を忘却し、福島原発事

ȦɁȹȢ 

『オンカロ＝洞窟』 
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故を封印し、東京オリンピックと消費税増税と企業減税の祝杯を挙げようとしています。そして

今、彼と自公政権は、集団的自衛権、国家秘密保護法、国家安全保障会議創設の「三本の毒矢」

で平和憲法の毒殺を目論んでいます。二人の宰相が、虚言と甘言にまみれた政治屋であることに

は間違いありません。二人によって、これまでもこれからも情け容赦なく加えられる人々の苦し

みを決して忘れてはならないと思います。 

 

ǀʫ ˲̈  ῎ ǁ 

 

 ８月 24日、私たちは「核兵器のない世界へ：世界の現状と日本」というテーマで、梅林宏道氏

（長崎大学核兵器廃絶研究センター長）を講師に講演会を開きました。会場には会員、一般参加

者多数が参加し、質疑応答も活発に行われました。 

 梅林氏の講演要旨は以下のとおりでした。2009年４月のオバマ米大統領のプラハ演説に始まっ 

た「核兵器のない世界」への新しい動きはその後勢いを失っている。それは、プラハ演説のもう 

一面として「核兵器が存在する限り、わが国はいかなる敵で

あろうとこれを抑止し、安全かつ効果的な兵器を維持する。」

というジレンマによる限界でもあった。2013年春にジュネー

ブで開かれたＮＰＴ再検討準備委員会は、核軍縮の流れの停

滞を露わにした。一方で、この状況を打ち破るための注目す

べき動きが３つある。１つは、2013年３月のオスロ会議に象

徴される核兵器の非人道性に焦点を当てた核兵器禁止の動き

である。 

 第２は、５月から始まっている国連総会の下に置かれた公

開作業部会における核軍縮交渉の新しい場を模索する動きである。 

第３は、中東と北東アジアで生まれている非核兵器地帯に関する新局面である。第１と第３の 

進展による「米ロ各 300～500 弾頭を条件に５核兵器国（Ｐ５）がテーブルに着く」ことによっ

て核抑止論の質的転換が始まる。米国・日本・韓国対

中国・ロシア・朝鮮の６カ国が複雑に絡む東アジアの

安全保障に関しては、「公正の実現なしに、核兵器の

拡散を止めるのは難しい。北東アジア非核平和地帯は、

地域的な公正の実現によって北朝鮮の非核化を実現

する道である」とまとめた。 

私たちが「核兵器のない世界」を実現する具体的な

方法として、核兵器禁止条約を実現させるＩＣＡＮ運

動と北東アジア非核兵器地帯構想の実現を求める運

動の二つがあることを梅林氏は指摘しました。壁は厚

いけれど、分かりやすく整理して頂いた講演でした。 

                       ( 福岡県保険医新聞 11月 5日号より転載)  

῎ ֚ ӣ₉ǵ̝ 25 ᶥὑ ̝ɵ ꜠ ǵḸף 

₉ǵ Ὂ  

꜠ ǵ ἧ 

₉ǵ Ὂ  

꜠ ǵ ἧ 



5 

 

 

来年、2014 年 11 月 1 日（土）～2 日（日）にかけて 

「第 25 回 全国反核医師のつどい」が福岡市で開催され 

ます。当会では、8 月に第 1 回現地実行委員会を開催し、 

来年の「全国反核医師のつどい in 福岡」へ向けて準備を 

開始しました。 

 記念講演の講師の先生や企画について検討を進めていま 

すが、実行委員のメンバーが不足しています。会員の皆さ 

まへお声かけをさせて頂きますので、よろしくお願いしま 

す。 

 福岡の“つどい”は、2015 年の「NPT 再検討会議」の 

前年に開催されるということもあり、「核廃絶へ向けた」重要な役割を担うことにもなります。 

大きな成功をおさめることが出来ますように、皆さまのご協力をよろしくお願い致します。 

 

                           

 

ǀ 1  ǁ      ǀʫ ˲ ᾛӳ͠ ǁ 

2013 年 9 月 21、22 日に「反核医師のつどい 2013 in

北海道」が札幌で開催されました。メインテーマは「平

和憲法 なまら（すごく）いいんでないかい 核兵器と

原発ダメだべさ みんなでやればできるっしょ」という

北海道弁の文言。核兵器と原発の廃絶を平和憲法との関

係で考えようというものでした。 

参加者は全体で 210 名、うち医師・歯科医師は 90 名、

学生も 29 名の参加でした。 

1 日目は 13 時から全体会で記念講演、教育講演、特別報告がありました。また「北の被爆者か

らのメッセージ」ということで北海道被爆者協会会長からのお話もありました。 

18 時 30 分からは懇親会があり、全国の核兵器廃絶を望む医師・歯科医師、学生と交流がで 

きました。懇親会の最後には来年の「つどい」開催の福岡から岡本現地実行委員会委員長があい 

さつを行いました。 

ここでは 1 日目の記念講演の概要について報告します。記念講演は、元スイス大使の村田光平

氏の「世界に学ぶ脱原発－地球の未来のために」でした。内容は、福島の原発事故が終息してい

ない状況の下で、東京オリンピックの招致が行われたが、とんでもないことだ。国として無責任

であるし、危機感の欠如、事故の矮小化の表れである。今後汚染水の問題が表面化すると国際的

にも大きな問題になる（既に外国マスコミでは危機感を持って注目されている）。 

福島事故後も反省することなく原発の再稼働、原発の輸出を進める日本政府の姿勢を、責任感・

正義感・倫理観の「三カン欠如の日本病」と呼んでいる。このことは「問題を隠蔽する」「問題を

2014 ₴ƼЋᶮ֚ ӣ₉ǵǫǰǋ in ῎ƽǵ σǲׄǘǭ 

 

2013 ₴Ƽ 24 ᶥЋᶮ֚ ӣ₉ǵǫǰǋ in Ӕ ƽǵḸף 

₉ǵ Ͻ₳ ϷȷȢȷẎ̓ 

今年の「つどい in 北海道」で、「つどい in
福岡」の紹介をする岡本代表 
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先送りする」「だれも責任を取らない」原子力独裁の現状を表している。 

脱原発政策を早期に確立しなければならない。5 年以内の原発ゼロの実現、子どもの健康異常

への対処、東電の破綻処理など課題は山積している。 

福島第一原発の危機的状況は変わらない。北朝鮮のミサイル問題どころではない。原発は国際

的な安全保障問題で、事故処理は国策として人類の叡智を動員しなければならない。電力会社と

国家の限界を公表すべきだ。 

世界の動きは「リスクゼロの原則」（事故の可能性が完全にゼロでない限り、惨禍をもたらす可

能性のある科学技術はお払い箱にするべきであるという考え方）へ向かいつつある。「真の核廃絶」

は「地球倫理の確立」と「母性文明への移行」が必要であり、これらは三位一体の関係にある。

もともと日本は母性文化の国、真の核廃絶を地球倫理の問題として国内にも国際社会にも訴えて

いく必要がある。 

ǀ  1 ѝ ̝ ǁ                     ǀʫ ˲ Ӕ′ᵗʿ ǁ 

第 1 分科会「日本における放射線被害 ―過去・現在・未来

―」が開催された。本田孝也氏（長崎県保険医協会理事長）、

木村真三氏（獨協医科大学准教授）、西尾正道氏（北海道がん

センター名誉院長）、松崎道幸氏（深川市立病院）の 4 人が講

演した。 

 本田氏は長崎で「黒い雨」を浴びて、がんが 3 割増え、爆心

地から 2 キロ以遠（100 ミリシーベルト以下）でも原爆症で死

亡した人がいた、発熱・嘔吐・下痢や脱毛がみられたと報告し

た。長崎の「黒い雨」による放射線の影響はないという定説を

否定した。 

木村氏は東日本大震災後の精力的な放射線量調査で知られ、福島第一原発事故は福島のみでな

く全国が汚染した公害であると力説した。今も福島で山菜や家庭菜園の野菜を食べて内部被曝が

続いているデータを示し危機意識の薄れを懸念した。福島第一原発の港湾外で線量調査を行い「安

倍首相が言うコントロールも、港湾内にブロックもできていない」と指摘した。 

西尾氏は、放射線防護学の教科書がないのが問題で、日本の原子力政策に対抗すため科学的な

実測データを提示して、非科学的な ICRP の見解を正すべきと述べた。国や IAEA、ICRP の示す

福島第一原発事故後の発がん予測データなどを批判した。年間 5 ミリシーベルト以上の地域は強

制移住にすべきと主張した。 

松﨑氏は甲状腺がんの日本とチェルノブイリのデータを検討し、福島の子供の甲状腺検査は半

年から 1 年の間隔で必要と述べた。原発労働者 20 万人の追跡調査を示し、11 年間で平均 13.3 ミ

リシーベルトの低線量被曝を受け、全がんは 4％、 

肺ガンは 8％増加したが、酒やタバコが要因と主張する政府見解を批判した。医療被曝のがん

発生率にも言及し、低線量被曝の発癌について ICRP と違う見解を示した。討論で、福島の小児

甲状腺ガンと被曝との関連は結論が出なかった。今後の経過観察で明らかにすべきと討論を終え

た。 （講演内容は IWJ のサイトで見られます） 

ȿȥɩɌɔȢɨԍ ˗ ♥ǵ ϑ 
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ǀ  ѝ ̝ ǁ                ǀʫ ˲̈  ῎ ǁ 

Ƽ ∕ Ҳǯ ᵂ ƽ 

第２分科会は、「日米安保と憲法問題…東アジア的視点で」（浅井基文氏、元広島平和研究所所

長）、「現在の安倍政権の改憲策動」（神保大地氏、弁護士 さっぽろ法律事務所）、「沖縄のたたか

いを中心に」（影山あさ子氏、ジャーナリスト）の三報告があり、その後活発な質疑応答がありま

した。 

浅井氏は、まず改憲論者の基本的な考え方を解剖するとして、戦前政治を受け継ぐ思想に基づ

く「自主憲法制定」＝自民党「日本国憲法改正草案」に言及し国民主権対天皇主権、基本的人権

対公益および公の秩序、集団的自衛権（米国による朝鮮、中国攻撃への協力）について語り、次

にアメリカの世界戦略への呼応＝日米軍事同盟のＮＡＴＯ化について解説しました。そして改憲

論の最大の皮肉として、アメリカの押し付け憲法を排除するとして自主憲法を持ちたいと考える

改憲論者が、そのアメリカの軍事的要求に応えることを改憲の最大の動機の一つとしていること

を指摘しました。 

浅井氏は、その後改憲論における東アジアの位置づけ（冷戦時代とソ連崩壊、尖閣問題など）、

「中国脅威論」という作り話、ポツダム宣言と日本国憲法と話を進め、改憲論の致命的問題とし

て以下の点をまとめました。 

●ポツダム宣言を受諾して降伏した日本は、二度と国際の平和と安全を脅かす存在にならない

という義務を負っており、憲法はそういう義務を積極的に担い、果たすことを国際的に約束した

基本的文書として、日本が勝手変えることは許されない。●改憲しようとする側は、改憲内容が

ポツダム宣言と背馳しないこと、あるいは（日本が）ポツダム宣言から逸脱することについて同

宣言の当事国（米中露英）の了承を取り付けなければならない。●ポツダム宣言当事国の了承が

取り付けない場合にも改憲しようとするのであれば、同宣言を破棄しなければならないが、それ

は取りも直さず日本降伏の大前提を突き崩すという行動を一方的にとることであり、日本は現在

の朝鮮以上に「国際の平和と安全に対する脅威を構成する」（国連憲章の定める制裁発動要件）こ

とを覚悟しなければならず、改憲する側はそのことについて国民の判断を求めなければならない。 

「明日の自由を守る若手弁護士の会」共同代表の神保氏は、はじめに７月の参院選前後の改憲

情勢について概略した後、自民党改正草案（2012）の問題について解説しました。その中で自民

党改憲を象徴するものとして、石破発言「従え、従わなければその国の最高刑、死刑がある国は

死刑、無期懲役なら無期懲役、・・・そんな目に遭うくらいだったらば、出動命令に従おう。」と

麻生発言「ある日気づいたら、ワイマール憲法が変わって、ナチス憲法に変わっていたんですよ。

だれも気付かないで変わった。あの手口に学んだらどうかね」という改憲論者の本音を紹介しま

した。次に参院戦後の改憲の動きを、明文改憲、立法改憲、解釈改憲、教育改憲に分けて解説し、

具体的には国家安全保障基本法、国家安全保障会議（日本版ＮＳＣ）、特定秘密保護法、集団的自

衛権が平和憲法を破壊していくことに警鐘を鳴らしました。概して自民党改正案は、「戦争放棄」

をなくし、「（積極的）平和主義」を前面に立て、「平和のために戦争できる国」の樹立を目指すも

のとしました。そして、これを止める力は、安倍政権の９６条改憲策動を頓挫させ、「はだしのゲ

ン」を図書館に戻した国民の声、国民の力であることを訴えました。 
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最後に、ジャーナリストの影山氏は、最近の沖縄レポ

ートとして、政府による強引なオスプレイ配備、普天間

基地、辺野古新基地建設、高江オスプレイ用ヘリパット

をめぐる全沖縄の基地反対闘争の現況を映像を使いなが

ら解説しました。 

その中で、150 万人の米軍のうち 10％の 15万人が新兵

（多くは普通の青年でしかも貧困層に偏った志願兵）で、

彼らは、沖縄のような新兵訓練施設（ブートキャンプ）

で、人間性を剥奪された殺人兵器としての米兵に育てら

れ、世界中に送りだされていることを示しました。その

沖縄の反基地闘争は、日本が戦争をする国になるかならないかの闘争であると訴えました。 

活発な質疑応答は割愛します。 

 

 

      ǀʫ ˲ ᾛӳ͠ ǁ 

 

「2013 平和のための戦争展・ふくおか」が、8 月 20 日（火）～25

日（日）、アクロス福岡２Ｆ交流ギャラリーにて開催されました。この

「平和のための戦争展」は太平洋戦争の加害と被害の実相を明らかにし、

戦争と平和について考えてもらおうという展示会で、全国で取り組まれ

ています。福岡の「戦争展」は今年で 19 回目を迎え、今展示内容は、

「誇るべき私たちの日本国憲法」「アジア太平洋戦争」「沖縄戦新聞」「沖

縄と福岡の基地、佐世保基地」「まんが・基地問題」「原爆と人間」「西

山進まんが作品」「軍需産業」「第二次大戦の遺品」・・・など、パネル、

展示品は約 300点となり、毎年充実してきています。福岡県反核医師の

会も「戦争展」の運営団体のひとつとして成功のために協力しています。 

今年は「原発と健康被害」をテーマに「原発事故と子どもたち」と「福島原発事故による健康

被害」の 2 つの作品、パネル 40 枚を展示しました。 

また、反核医師の会の総会と記念講演も同じ時期に行い、記念講演は「戦争展」とタイアップ

した公開講座となっています。 

今年の反核医師の会総会記念講演は「核兵器

のない世界へ：世界の現状と日本」と題して、

長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）

センター長の梅林宏道氏にお話しいただきまし

た。参加者は約 70 名で会場はいっぱいとなり

ました。 

「平和のための戦争展・ふくおか」は、私た

ち反核医師の会の意見や主張を、広く市民のみ

Ƽ₳ᴇǵǦȈǵ ˕᾽ɵǼǖǑǒƽǵḸף 

ȨȷɕɪȢǵ  
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なさんに発表する場になっています。今後も「戦争展」の発展に協力していきたいと思います。

また今まで発表してきたパネルは、他の団体や企画に貸し出しもしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ħ ǵʫ׀ ˲ǵǍǨƲ˹ᶥǶ Ǜ׀ ˺ǞȅǠƳ 

 

ǀ῎  ̈ ʫ ˲ǁ 

：福岡市 

：医療法人おかもと小児科クリニック（福岡市） 

：小児科、アレルギー科、漢方 

ה ⌂≥ ：ハイキング、読書（積読？）、写生（いずれも現在中断中） 

⌐ ⇔√⅝∫⅛↑╛ ─ ⌐≈™≡ ：保険医協会に入会し、非核平和部の活動をする

中で、故佐々木先生や、武田先生、佐藤先生、藤川先生に誘われて反核医師の会の会員となり、

世話人の一人から代表世話人として活動するに至りました。反核の原点は、小学生のころに映画

館で観た南太平洋での核実験や第５福竜丸の被曝事件だったかもしれません。また大学２年の時

に、友人二人と伴に訪れた広島原爆資料館、そしてＡＢＣＣの施設だったように思います。 

∕─ ：戦争や核兵器（その陰としての原発）が、人の倫理に反していることは明白です。し

かし、それでも戦争を、核武装を、原発を選択する人々がいます。彼らが戦争で何を得ようとす

るか、核武装で誰を支配しようとするのか、原発で誰に利権を与えようとするのか、それを知る

ことが、戦争と核兵器と原発に依存する社会から脱出するための必要条件ではないでしょうか。

社会を変える必要があります。 

 

ǀӔ′ᵗʿ  ʫ ˲ǁ 

：北九州市 

：北川内科クリニック（北九州市） 

：内科・心療内科・消化器内科・循環器内科・呼吸器内科 

ה ⌂≥ ：テニスを以前していましたが、膝、肩を痛めて今はしていません。プロ野 

観戦、テニス観戦を好みますが、趣味がない方でしょう。 

⌐ ⇔√⅝∫⅛↑╛ ─ ⌐≈™≡ ：気がついたら会に入っていた。核と言えば、核

兵器を想像していたが、今は原発も連想する時代になった。核分裂を利用する人間の欲が諸悪

ʫ ˲ǵ ˺ 

岡本代表世話人 作 北川世話人 作 
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の根源である。放射性廃棄物は最悪のゴミであり、核兵器を廃棄しても、原発を廃炉にしても

放射性廃棄物が発生する。核兵器も原発も無くす運動が多くの人に浸透するよう活動を続けた

い。放射性廃棄物を拡散させずにどのように管理するか議論しよう。 

∕─ 人間活動で廃棄物が発生します。この廃棄物の処理で苦しむことになります。最悪が

放射性廃棄物です。廃棄物を出さない生活を手に入れることを考えたい。そのための活動が必

要です。 

 

ǀᾛӳ͠  ʫ ˲ǁ 

：福岡市 

：たたらリハビリテーション病院（福岡市） 

：歯科  

ה ⌂≥ ： かつて山登りと写真を趣味？としていましたが、今は何もできていません 

再開したいと思っています。 

⌐ ⇔√⅝∫⅛↑╛ ─ ⌐≈™≡ ：全国的に反核医師の会が作られていった時期か

ら参加していますが、数年前まで休眠していました。前任の岡本高三郎先生の後を受けて福岡

県反核医師の会の世話人をしています。2011 年 3 月 11 日の東日本大震災以来、核廃絶の課題

と合わせて原発廃棄の運動も同じくらい重要な意義を感じています。 

逆に、反原発の運動が広がる中で、核兵器廃絶の運動も広がることを期待しています。 

∕─ ：いろいろな運動がある中で、どこも後継者で悩んでいます。反核医師の会も若い先生

方が入会されて活性化されることを望んでいます。 

 

ǀּ ╣ⱷ ʫ ˲ǁ 

久留米市 

吉次歯科医院（久留米市） 

一般歯科  

ה ⌂≥ 旅 美術館めぐり 

⌐ ⇔√⅝∫⅛↑╛ ─ ⌐≈™≡ 久留米生まれですが、広島の高校への進学を夢

見て、かなわず、長崎へ進みました。「原爆」がらみじゃありませんよ。物理や化学、数学は大の

苦手で授業もキライでした。東京の私大へ進み、卒業してからも「核」には全く興味なし。振り

返ってみると「核」のことを考え始めたのはつい最近のこと。反核の会への入会は「ヤジ馬根性」

です。「何か面白そうだ」との思い。後付けでもっともらしい理由を考えるのですが、ありません

ね。 

∕─ ：何だか妙に「お気軽な」やつが入会したか、と思ってたら、世話人までやってんのか、

オイオイ大丈夫かよ、とお思いでしたら、ぜひ、世話人会へご参加くださいませ。どうぞ、よ

ろしく。 
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ǀ ♥ ǁ 

前回の発行（NO81）以降、わずか３か月の間に様々な催しや出来事がありました。内（当会 

の関係）では、８月の総会（8/24）・「戦争展ふくおか」・「全国つどい in 北海道」、直近では、「11.10

さよなら原発！ 九州沖縄集会（舞鶴公園）」でしょうか。約 1 万人が九州沖縄から参集し成功裏

に終わりました。 

外では、汚染水は“アンダーコントロールされていない”にもかかわらず、「東京オリンピック

2020」が決定。他方で、元首相が「原発ゼロ」を言いだして、実に目まぐるしいとしか言いよう

がありません。 

８月の総会後の懇親会で、記念講演の講師をされた梅林宏道先生（長崎大学・核兵器廃絶研究

所センター長）のお話を伺う機会に恵まれました。この核兵器廃絶研究所は、世界で唯一の、国

立による「核兵器廃絶研究所」だそうです。原爆を投下された長崎市民の思いが立てさせた研究

所です。しかし今の長崎大学は、国立とは言え、今は「独立行政法人化」された国立法人です。

理事は現地の大手企業からも送り込まれるようになりました。大手企業の理事からすれば、「核兵

器廃絶研究所」は目障りな存在です。ここでも「力と力」の関係があり、今のところは長崎市民

の思いが勝っている、とのことでした。大学は「学問の自由」が守られない、「御用学者」を育成

する場になってしまったのでしょうか？・・・ 

さて、当会は 8 月の総会を終えて“新年度”を迎えました。「核兵器廃絶と脱原発」、そして来

年の「全国反核医師のつどい in 福岡（11/1～2）」の成功へ向けて、邁進してまいります。会員の

皆さまのご支援をよろしくお願い申し上げます。 

（事務局Ｓ） 

 

 

 

 

 

１．入会のお願い 

核戦争防止・核兵器廃絶を求める福岡県医師・歯科医師の会の役割は益々重要になっています。

「入会のしおり」をご活用いただき大いに呼びかけをお願いします。 

 

２．会費納入のお願い 

会の運営、活動を継続・発展させるためには会費の納入が大きな力になります。厳しい情勢で

すが、毎年の会費納入をよろしくお願いします。 

 

３．署名のお願い 

核兵器を廃絶する署名は国連にも積み上げられ大きな力になっています。患者さんや地域の皆

さんからの一筆一筆が核兵器を廃絶する確かな取り組みです。 

 

４．カンパのお願い 

核戦争防止・核兵器廃絶を求める福岡県医師・歯科医師の会の運動への理解を多くの人に広げ

⅛╠ ≈─⅔ ™ 
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るとともに会を支えていただくカンパを呼び掛けていきましょう。 

 

５．ニュ－スレターへの投稿のお願い 

反核医師の会の機関紙「ニュースレター」の役割は重要です。会員の皆さんや多くの方からの

投稿で内容をさらに充実します。投稿をお願いいたします。 

投稿は Fax：092‐483‐0435 へ“ニュースレター用”としてお送りください。 

 

 

 

 

 

 


